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�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�

100

　

年
後
の
宇
治
を
み
ん
な
で

年
後
の
宇
治
を
み
ん
な
で

2020考
え
て
み
ま
せ
ん
か

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

都市計画マスタープラン
　　　今年度末に策定

　

市
で
は
、　

年
後
の
将
来
像
を
展
望
す
る
た
め
、
今
年
度
末

２０

を
め
ど
に
、「
宇
治
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を

行
い
ま
す
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
検
討
部
会
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
全
体
構
想
（
素
案
）
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
は
、
さ

ら
に
市
民
参
画
の
も
と
、
地
域
別
構
想
を
よ
り
き
め
細
か
く
検

討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
構
成

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
目
標
年
次

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
都
市
計
画
法
に
定
め

ら
れ
た
「
市
町
村
の
都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
」
の
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
具
体
性
の
あ
る
都
市

づ
く
り
の
展
望
を
明
ら
か
に

し
、
あ
る
べ
き
市
街
地
像
や

こ
れ
を
実
現
化
す
る
整
備
の

ち
づ
く
り
の
目
標
や
整
備
の

方
針
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
め

方
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込
み

ま
す
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
次
の
２
編
で
構
成
さ

れ
ま
す
。

◆
全
体
構
想
＝
市
全
体
の
ま

　

目
標
年
次
は
、　

年
後
の

２０

２
０
２
４
年
（
平
成　

年
）

３６

と
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　内　　　　　容　　年　月
・都市計画審議会に諮問
・都市計画審議会内に「検討部会」を設置

 平成１４年
    ６月

・市民意向に関する既存資料の整理
・市民参画の方法を検討　７月～１２月

・市民の皆さんとまちづくりについて勉強会
　「２０年後の宇治をみんなで考えよう！」を
　ワークショップ形式で開催（１０１人参加）

 平成１５年
   １月

・全体構想（素案）を検討　２月～５月
・全体構想の公表
・意見募集　６月

・地域別ワークショップの開催　６月～ １０月
・地域別構想の検討
・全体構想の検討　６ 月 ～ １１月 

・全体構想・地域別構想（素案）の公表
・意見募集　１１月 ～ １２月

・都市計画マスタープラン（案）の取りまとめ
・都市計画審議会から答申

 平成１６年
　１月～３月

・都市計画マスタープラン公表　３月

◆
地
域
別
構
想
＝
市
を
７
つ

の
区
域
に
分
け
、
地
域
ご
と

に
そ
の
地
域
の
特
性
に
あ
わ

せ
た
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や

整
備
の
方
針
、
地
域
単
位
の

ま
ち
づ
く
り
の
進
め
方
な
ど

の
内
容
を
盛
り
込
み
ま
す
。

方
針
な
ど
を
き
め
細
か
く
総

合
的
に
定
め
る
も
の
で
す
。

表１．都市計画マスタ－プラン策定までの経過及び今後の予定

▼　

年
前
の
宇
治

２０

▼

現
在
の
宇
治

　

市
で
は
、
今
後
も
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
宇
治

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
（
表
１
参
照
）。
ぜ
ひ
、

全
体
構
想
（
素
案
）
に
対
す

る
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
全
体
構
想
（
素
案
）

及
び
概
要
版
を
主
な
公
共
施

設
に
置
い
て
い
ま
す
（
表
２

参
照
）。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

　　　　　　　　　　　　
施　設　名施　設　名

＊中央公民館＊市役所 （１階玄関案内横）
＊宇治公民館＊生涯学習センター
＊木幡公民館＊西小倉コミュニティセンター
＊小倉公民館＊東宇治コミュニティセンター
＊広野公民館＊南宇治コミュニティセンター
＊中央図書館＊槇島コミュニティセンター
　東宇治図書館＊木幡地域福祉センター
　西宇治図書館＊開地域福祉センター
　歴史資料館＊西小倉地域福祉センター
＊莵道ふれあいセンター＊広野地域福祉センター
＊平盛ふれあいセンター＊東宇治地域福祉センター
＊伊勢田ふれあいセンター＊総合福祉会館
　善法老人福祉センター　 ゆめりあ うじ（ＪＲ宇治駅前市民交流プラザ）
　善法青少年センター　うじ安心館 （保健・消防センター)
　河原青少年センター＊黄檗体育館
　文化センター　西宇治体育館
　植物公園　木幡河原隣保館　
　笠取簡易郵便局　善法隣保館
　宇治商工会議所　玉池集会所

表２．全体構想（素案）及び概要版を配置している公共施設一覧ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
さ
ら
に
、
表
２
＊

印
の
施
設
に
は
「
市
民
の
声

投
書
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
意
見
や
提
言
な
ど
は
、
６

月　

日
�
ま
で
に
都
市
計
画

３０
課
へ（
�　

・
０
４
０
９
、
メ

２１

ー
ル
ア
ド
レ
スtoshikeika

kuka@
city.uji.kyoto.jp

）。

２０年後の宇治
をみんなで考
えてみません
か！

全
体
構
想（
素
案
）に
対
す
る

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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全 体 構 想（素 案）  の 概 要

20 年後の都市
づくりを進め
るための基本
目標

　貴重な歴史・文化資源とともに、宇治に住むすべての人々
が誇るべき財産としてお茶は欠かすことができません。こ
のお茶がもっとも輝く瞬間である茶道 (＝自然体のままで季
節感を大切にし、「もてなし」と「しつらえ」を基本にした生活
文化 )の精神に学び、豊かな自然や文化を大切にし、訪れる
人にもてなしができ、市民と行政が一緒になって未来へ引き
継ぐためのしつらえができる都市づくりを進めます。

自然体でもて
なし、しつら
えるまち宇治

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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都市づくりの
基本理念

豊かな自然をいつまでも大切に未来へ伝える都市づくり

歴史と新しい文化が息づく都市づくり

穏やかさに包まれて住まえる都市づくり

人や環境にやさしく、便利で安全な都市づくり

◎無秩序な市街地の拡大を防止し、豊かな自然軸を保全します
◎循環型社会に対応した都市づくりを目指します

◎新旧の文化が調和したまちの景観を創出します
◎歴史・文化や茶業など、資源の活用と新たな産業の育成に
　よる個性ある都市づくりを目指します

◎すべての人にやさしく快適な都市施設・住環境を整備します
◎安全・安心して住み続けられる都市づくりを目指します

◎人にやさしく、環境にやさしい交通体系を実現します
◎歩くことが楽しくなる歩道のある都市づくりを目指します

都市づくりの
基本目標

全
体
構
想（
素
案
）の
構
成
項
目
●
部
門
別
方
針

 
�
土
地
利
用
の
基
本
的
方
針

 
�
交
通
の
基
本
的
方
針

 
�
公
園
・
緑
地
の
基
本
的
方
針

 
�
都
市
環
境
の
基
本
的
方
針

 
�
都
市
防
災
の
基
本
的
方
針

 
�
都
市
景
観
の
基
本
的
方
針

 
�
そ
の
他
の
都
市
施
設
の
基
本
的
方
針

●
都
市
づ
く
り
の
理
念
と
基
本
目
標

 
�
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

 
�
都
市
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
基
本
目
標

●
将
来
都
市
構
造

 
�
将
来
推
計

 
�
将
来
都
市
構
造
の
基
本
的
な
考
え
方

　「自然体でもてなし、しつらえるまち宇治」を実現していく
ためには、皆さんが自らまちのことを考え、主体的に活動す
るとともに、自らまちを育てているという実感を得ることが
必要です。そのためには、皆さんが活動しやすいルールづく
りを行政が行うなど、積極的な支援が必要です。そこで、
「基本姿勢～和敬清寂（茶道の精神を表すことば）～」をもっ
て、本市独自の都市づくりを進めます。

宇治のまちづくり
　
 ～ 和敬清寂 ～

わけいせいじゃく

 プロジェクト

都市づくりの
基本姿勢

 和　　　　 　敬　　　　　 清　　 　　　寂 
お互いに仲良く協調
し合う

あらゆる事柄に対し
敬う

常に清らかに冷静な
視点をもつ

どのような状況にも
動じない

市民と行政の
協働

既存制度の活用
と市民の声

財政や社会動向を
見据えた計画的 ・
段階的な施策推進

将来のまちづくり
を実現するための
庁内体制の確立
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介
護
保
険
制
度
は
、
平
成

　

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

１２今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど

に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
時
に
、
誰
も
が
安
心
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
住

み
慣
れ
た
環
境
で
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
社
会
全
体
で
支

え
合
う
制
度
で
す
。　

　

保
険
料
は
、　

歳
以
上
の

４０

人
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、　

歳
以
上　

歳

４０

６５

未
満
の
人
（
第
２
号
被
保
険

者
）
は
加
入
さ
れ
て
い
る
医

療
保
険
の
掛
金
（
国
民
健
康

保
険
の
場
合
は
国
民
健
康
保

険
料
）
の
中
に
含
め
て
納
め

て
い
た
だ
き
、　

歳
以
上
の

６５

人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
は

住
ん
で
い
る
市
町
村
に
介
護

保
険
料
と
し
て
直
接
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
納
付
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　

６５歳以上の人（第１号被保険者）の１５年度介護保険料　　　　　      （単位：円）
 保険料　　　　　　　　  対　象　と　な　る　人 所得段階

１８,１３０�老齢福祉年金の受給者で本人及び世帯全員が住民税非課税
�生活保護の受給者 第１段階

２８,２１０�本人及び世帯全員が住民税非課税 第２段階
４０,３００�本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合） 第３段階
５０,３７０�本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円未満 第４段階
６０,４５０�本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円以上５００万円未満 第５段階
７６,５７０�本人が住民税課税で合計所得金額が５００万円以上 第６段階

達
し
た
人　

②
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町

村
か
ら
転
入
し
た
人　

③
年
度
の
途
中
で
保
険
料
額

や
年
金
額
に
変
更
が
あ
っ
た

人（
注
）
平
成　

年
度
の
途
中

１４

で
満　

歳
に
達
し
た
人
や
転

６５

入
し
た
人
の
う
ち
、　

年
４

１５

月
の
年
金
の
定
期
支
払
時
で

老
齢
・
退
職
年
金
（
年
額　
１８

万
円
以
上
）
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
お
お
む
ね
年
度
の

後
半
（　

年　

月
）
か
ら
特

１５

１０

別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
量
や
介
護

保
険
料
を
決
め
る
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
、

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま

１５

１７

で
の
介
護
保
険
料
（
所
得
段

階
別
）
を
下
表
の
と
お
り
改

定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
介
護
保
険
料
は
、

第
１
号
被
保
険
者
（　

歳
以

６５

上
の
人
）
及
び
第
１
号
被
保

険
者
が
い
る
世
帯
の
所
得
に

応
じ
、
６
段
階
に
分
け
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
介
護
保
険
料
の

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

は
６
月　

日
ご
ろ
に
送
付
し

２０

ま
す
。
納
付
方
法
に
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
と
普
通
徴
収
（
市
に
個

別
に
納
付
）
が
あ
り
、
受
給

し
て
い
る
年
金
の
種
類
や
額

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年

金
額
が
年
額　

万
円
（
月
額

１８

１
万
５
千
円
）
以
上
の
人
は

原
則
特
別
徴
収
の
対
象
で
す
。

た
だ
し
、
遺
族
年
金
や
障
害

年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

人
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
額
が
年
額　

万
１８

円
（
月
額
１
万
５
千
円
）
以

上
の
人
で
も
、
次
の
場
合
は

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

①
年
度
の
途
中
で
満　

歳
に

６５

前
半
（
４
月
・ 
６
月
・
８
月
）

は
２
月
の
天
引
き
額
と
同
額

を
徴
収
（
仮
徴
収
）
し
、
後

半
（　

月
・　

月
・
翌
年
２

１０

１２

月
）
で
年
額
の
保
険
料
と
な

る
よ
う
に
調
整
し
て
天
引
き

額
を
決
定
し
ま
す
。

　

１
年
分
の
保
険
料
を
６
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の　

期
１０

（
端
数
は
１
期
に
上
乗
せ
）

に
分
け
て
、
直
接
市
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
口
座

振
替
の
場
合
は
、
納
期
限
日

に
指
定
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
詳
し

い
納
期
別
の
保
険
料
額
は
６

月　

日
ご
ろ
に
送
付
す
る

２０
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
全
員
に
所
得
が
な
く

て
も
、
市
・
府
民
税
の
申
告

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

非
課
税
の
確
定
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
所
得
段
階
が
高
く
設

定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

と
、
今
後
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
に
な
っ
た
時
に
一
定
の

制
限
が
か
か
り
ま
す
。
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
が
届
い
た
後
に
直

接
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
段
階
が
第
２
段
階

◎
前
年
の
収
入
が
１
１
２
万

円
以
下
（
世
帯
で
１
人
増
え

る
ご
と
に　

万
円
加
算
）

６５

◎
他
世
帯
の
人
の
所
得
税
・

住
民
税
の
扶
養
控
除
及
び
医

療
保
険
の
被
扶
養
者
と
な
っ

て
い
な
い

◎
居
住
用
資
産
以
外
の
土

地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
な

い
（
２
親
等
以
内
の
親
族
の

所
有
も
含
め
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
が
１
千
７
０
０
万
円

以
下
）

◎
預
貯
金
が
３
５
０
万
円
以

下
（
世
帯
で
１
人
増
え
る
ご

と
に
２
０
０
万
円
を
加
算
）

　
　

年
２
月
に
既
に
保
険
料

１５
を
年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
人
に
つ
い
て
は
、 　

今
年
度
、
保
険
料
の
減
免

に
つ
い
て
の
見
直
し
に
よ
り
、

所
得
段
階
が
第
２
段
階
の
人

で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
場
合
は
保
険
料
減
額
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
減
免
を

 問い合わせ

介護保険課

�
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�
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年
度
の

１５
　
　
 
介
護
保
険
料　

介
護
保
険
料
の

　
　
　
 
納
付
方
法

  
◆
特
別
徴
収
◆

   
◆
普
通
徴
収
◆

介
護
保
険
料
の

　
　
　
 
減
免
制
度

高齢者保健福祉オンブズマン
制度をご利用ください
　市では、高齢者保健福祉サービスに関する苦情に対応する
ため「高齢者保健福祉オンブズマン制度」を発足しました。
高齢者保健福祉サービス利用者の個別・具体的な苦情を迅速
に対処することにより、サービス利用者の権利等を擁護し、
同時にサービス内容の一層の充実を図ります。
 

◆利用方法…高齢者保健福祉オンブズマンによる対応が必
　要な場合は、所定の書式で申し立ててください。なお、苦
　情の申し立てが出来るのは、本人及び３親等以内の親族・
　同居人など、高齢者に対する保健福祉サービスの提供につ
　いて利害関係のある人です。
◆取り扱う苦情の範囲…市及び民間事業者によって市内で
　提供されている高齢者保健福祉サービスに関する苦情と
　市内に事業所を構える民間高齢者保健福祉サービス事業
　者に関する苦情。ただし、次の事項は対象外です。
　①裁判所において係争中及び判決のあった事項
　②行政不服審査法等による不服申し立て中及び裁決・決定
　　があった事項
　③議会で審議中及び審議終了した事項
　④オンブズマンにより苦情の処理が行われた事項
　⑤事実があってから１年以上経過した事項
◆オンブズマンの構成…龍谷大学教授・加藤博史さん、弁護
　士・田村貴哉さん。利用料金は無料です。
    □問 高齢者保健福祉オンブズマン事務局（健康生きがい課内）

ち
ほ
う

沖
縄
で
平
和
の
大
切
さ
を
学
ぼ
う

小
・
中
学
生
沖
縄
訪
問
団
員
募
集

　

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協

議
会
で
は
、『
平
和
こ
そ
が

次
代
へ
の
最
高
の
遺
産
で
あ

る
』
と
の
願
い
か
ら
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
戦
争

の
悲
惨
さ
、
人
の
命
の
尊
さ
、

平
和
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
小
・
中
学
生
沖

縄
訪
問
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

●
と
き
…
７
月　

日
�
〜

３１

８
月
２
日
�　

●
内
容
…
平

和
祈
念
資
料
館
・
ひ
め
ゆ
り

の
塔
・
沖
縄
戦
跡
等
の
見
学

や
戦
争
体
験
の
聴
講
、
那
覇

市
の
小
・
中
学
生
と
の
交
流

会
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
１
泊

は
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
）　

＊

訪
問
前
に
研
修
会
、
終
了
後

に
反
省
会
あ
り
。
ま
た
、
感

想
文
を
提
出
。
な
お
、
８
月

　

日
�
の
宇
治
市
民
平
和
祈

１５念
集
会
に
も
出
席　

●
対
象

…
市
内
在
住
の
小
学
６
年
生

と
中
学
１
・
２
年
生
（
以
前

に
こ
の
訪
問
団
に
参
加
し
た

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）
●

募
集
人
数
…　

人
（
応
募
多

４０

数
の
場
合
は
抽
選
）
●
参
加

費
…
無
料
。
た
だ
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
へ
の
謝
礼
（
５

千
円
）
な
ど
の
負
担
あ
り　

●
応
募
方
法
…
来
庁
か
、
は

が
き
に
「
沖
縄
参
加
」
と
①

住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
性
別
④
学
校
名
・
学
年
⑤

保
護
者
名
⑥
電
話
番
号
⑦
応

募
の
動
機
を
書
い
て
、
６
月

　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で

２０に
総
務
課
（
〒
６
１
１
�
８

５
０
１
、
住
所
省
略
可
）
へ
。

※
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
影
響
や
、

社
会
情
勢
等
で
参
加
者
決
定

後
で
も
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

□問 総務課

１５年度市民税非課税世帯の人は

介護保険施設入所（入院）時
の食事代が減額されます

　

減
額
認
定
を
受
け
る
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
は

介
護
保
険
課
で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
印
鑑
が
必
要

で
す
）。

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
現
介

護
老
人
福
祉
施
設
）
に
入
所

し
て
い
た
人
（
旧
措
置
入
所

者
）
で
、
利
用
者
負
担
額
減

額
・
免
除
認
定
証
及
び
特
定

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
も
、
更
新
の
手

必
要
で
す
。
引
き
続
き
減
額

認
定
を
受
け
る
た
め
に
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
申
請
に
よ
り
「
介
護
保

険
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
が
交
付
さ
れ
、
介
護
保

険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施

設
�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

�
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

　

既
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
減
額
認
定
証
を

お
持
ち
の
人
で
、
介
護
保
険

施
設
に
入
所
（
入
院
）
し
て

い
る
人
は
更
新
の
手
続
き
が

続
き
が
必
要
で
す
。
現
在
も

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
入
所

中
の
人
は
、
引
き
続
き
減
額

認
定
を
受
け
る
た
め
に
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
介
護
保
険
課
へ
。

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
の

食
事
の
標
準
負
担
額
が
減
額

さ
れ
ま
す（
左
表
の
と
お
り
）。

 780 円一般（減額非該当）

 500 円市民税非課税世帯の
人

 300 円
市民税非課税世帯で
老齢福祉年金受給者

生活保護受給者

食事の標準負担額（1日あたり）

 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 
旧
措
置
入
所
者
の
減
額
は

　

平
成　

年
３
月
末
に
、
特

１２

 　

減
額
認
定
証
を

　
　
　

お
持
ち
の
人
は

　
 
減
額
認
定
を

             
受
け
る
に
は

▲

昨
年
の「
鵜
飼
」か
ら

　

６
月　

日
�
か
ら
、
宇
治

１４

川
塔
の
島
一
帯
で
夏
の
風
物

詩
「
鵜
飼
」
が
始
ま
り
ま
す
。

夕
暮
れ
の
ひ
と
と
き
、
皆
さ

ん
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

■
期
間
…
６
月　

日
�
〜

１４

９
月
７
日
�　

■
乗
船
場
所

…
塔
の
島
上
流
側
で
午
後
７

時
ご
ろ
か
ら　

■
料
金
（
税

込
み
）
…
◎
乗
合
船
＝
大
人

１
８
０
０
円
、
小
学
生
９
０

０
円　

◎
貸
切
船（
要
予
約
）

＝　

人
乗
り
２
万
５
０
０
０

１０
円
、　

人
乗
り
３
万
７
５
０

１５

０
円
、　

人
乗
り
５
万
円

２０

■
予
約
…
宇
治
川
観
光
通
船

（
�
�
�　

・
２
３
２
８
）

２１

■
問
い
合
わ
せ
…
同
通
船
か
、

観
光
協
会（
�　

・
３
３
３
４
、

２３

�　

・
３
３
４
０
）

２３

う　

か　

い

宇
治
川
の

宇
治
川
の
鵜
飼
鵜
飼

６
月　

日　

〜
９
月
７
日　

１４

（土）

（日）
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（３）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００３年（平成１５年）  ６月１１日発行　第１３５２号

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
が
病

気
や
け
が
な
ど
の
と
き
、
保
険
で
治
療
が
受
け

ら
れ
る
大
切
な
制
度
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
医

療
費
は
年
々
増
加
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
国
保
の
財
政
運
営
が
よ
り
厳
し
く
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
健
康
増
進
と
医
療
費

の
有
効
な
使
い
方
に
心
掛
け
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

国
保
年
金
課

　

国
保
は
、
会
社
な
ど
の
職

場
の
健
康
保
険
制
度
に
加
入

で
き
な
い
人
で
構
成
さ
れ
、

市
町
村
単
位
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
「
一
部
負
担
金
」
は
、
医

療
費
の
３
割
（
３
歳
未
満
は

２
割
、　

歳
以
上
は
１
割
若

７０

し
く
は
２
割
）
で
す
。
残
り

の
７
割
（
８
割
・
９
割
）
は

国
保
が
負
担
し
、
そ
の
内
訳

は
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料

や
国
庫
金
な
ど
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
の
国
保
会
計

が
平
成　

年
度
に
負
担
し
た

１３

保
険
給
付
費
等
は
約
１
０
１

億
７
千
万
円
で
、
そ
の　

・
３６

９
％
が
加
入
者
の
保
険
料
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、

平
成　

年
度
よ
り
始
ま
っ
た

１２

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
介

護
第
２
号
被
保
険
者
に
係
る

介
護
納
付
金
に
つ
い
て
、
平

成　

年
度
は
４
億
８
千
万
円

１３
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の

介
護
納
付
金
の
２
分
の
１
は

介
護
第
２
号
被
保
険
者
の
保

険
料
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
国
保
医
療
費
は
、

　

年
度
で
は
全
体
で
約
１
９

１３９
億
円
（
図
１
参
照
）
で
、

加
入
者
一
人
当
た
り
で
も
年

間
約　

万
円
に
達
し
て
い
ま

３９

す
。

　

主
な
増
加
理
由
と
し
て
は
、

受
診
機
会
の
多
い
高
齢
者
の

加
入
割
合
の
増
加
や
医
療
内

容
の
高
度
化
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
当

然
、
加
入
者
の
保
険
料
負
担

に
も
は
ね
か
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
進
行

す
る
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
医

療
費
を
有
効
に
使
う
こ
と
が

大
切
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

み
ん
な
で
支
え
よ
う

国
民
健
康
保
険
財
政
の
し
く
み

医
療
費
は
増
え
続
け
て
い
ま
す

　医療費の節約は、病気にな
っても治療しないことでは
なく、むしろ早めの適切な治
療と日常の健康管理が何よ
りも大切です。

◆適度な運動
◆食生活の充実
◆休養は十分に

　１５年度国保ドック健診補助の前期分（申し
込み期間４月１１日～２５日）については、予定
の定員に達し募集を終了しました。なお、後
期分の募集については、１１月の予定です。
【後期募集定員】
 ◎人間ドック＝２００人　◎脳ドック＝５０人

国保人間ドック健診補助

　国保加入者が同じ月に同じ医療機関（入院・外来は別。総合病院では入
院時の歯科は別、外来は診療科ごと）に支払った一部負担金が、下表の「自
己負担限度額」を超えた場合、申請によりその差額が払い戻される高額療
養費制度があります。

平成15年度の国保料

1年間の保険料（医療分）は次の①＋②＋③で算出されます。この金額が
賦課限度額53万円を超える場合、医療分保険料は53万円となります。

�医療分保険料

①所得割額…１年間（平成１４年中）の総所得金額から国民健康保険
　基礎控除額（３３万円）を引いてそれに所得割率を乗じたもの
②均等割額…被保険者数×２４,５００円
③平等割額
　　●所得割率…８.０％　　●均等割額…１人につき２４,５００円　
　　●平等割額…１世帯につき３１,２００円　
　　●賦課限度額…５３０,０００円（国基準と同額）　　　　
　※これらの料率は平成１４年度と同じです。

�介護分保険料
40歳以上65歳未満の人（介護第2号被保険者）がいる世帯については、
医療分保険料に介護納付金分が上乗せされます。介護納付金分保険料
は次の①＋②＋③で算出されます。この金額が賦課限度額8万円を超
える場合、介護納付金分保険料は8万円となります。　
〔注〕
　＊４０歳：介護被保険者資格が発生した月分から算入されます（資
　　　　　 格発生は４０歳の誕生日の前日となります）。
　＊６５歳：国保料当初賦課時に６５歳になる前月分までの介護保険
　　　　　 分を計算し、医療分保険料と合わせて通知しています。
①所得割額…１年間（平成１４年中）の総所得金額から国民健康保険
　　　　　　基礎控除額（３３万円）を引いてそれに所得割率を乗じ
　　　　　　たもの
②均等割額…介護第２号被保険者数×５,８００円
③平等割額
　　●所得割率…１.１６％　　●均等割額…１人につき５,８００円
　　●平等割額…１世帯につき４,８００円
　　●賦課限度額…８０,０００円（国基準と同額）

※国民健康保険法施行令の改正により、平成 15年度から国保料所
　得割額の算定となる総所得金額については、住民税の課税ベース
　と整合性を図るとともに、世代間・世代内の公平化を一層進め、
　わかりやすい体系に改められました（下記 4項目）。
・ 青色専従者給与等控除の適用　・ 長期譲渡所得等特別控除の適用
・ 給与所得者の特別控除（2万円）の廃止
・ 65 歳以上の人に係る公的年金等特別控除（17万円）の廃止

 ご存じですか
     高額療養費の支給申請

《70歳以上の人（老人保健で医療を受ける人は除く）の自己負担額の計算方法》
　◎月ごとの受診について計算　◎外来は個人ごとに計算し、入院を含む外
　来は世帯内の70歳以上の人（老人保健で医療を受ける人は除く）で合算　　
　◎病院・診療所、歯科の区別なく合算

◆申請手続き…保険証・印鑑・医療機関の領収書・振込先口座の控
　えを持って国民健康保険の窓口まで。

【70歳未満の人】
139,800 円（医療費が 466,000 円を超えた場合
は、超えた額の 1％を加算）上位所得世帯

72,300 円（医療費が 241,000 円を超えた場合は、
超えた額の 1％を加算）一般世帯

35,400 円住民税非課税世帯
＊上位所得世帯は国保料算定の基礎となる賦課基準所得金額が670万円を超える世帯

【70歳以上の人（老人保健で医療を受ける人は除く）】
外来＋入院
（世帯単位）外来（個人単位）

72,300 円（医療費が361,500円を
超えた場合は超えた額の1％を加算）40,200 円一定以上所得者

40,200 円12,000 円一般
24,600 円  8,000 円低所得Ⅱ住民税非

課税世帯 15,000 円  8,000 円低所得Ⅰ
低所得Ⅰ・Ⅱの人は入院時に「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要です
ので、国保の窓口に申請してください。

◆自己負担限度額
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＊上記のほかに、長期入院等による「多数該当」、同一世帯内での複数
　受診による「世帯合算」の制度もあります。

◆医療費の節約
①重複受診をやめよう
②受診時間内に受診しよう
③家庭医をもとう
④定期的な健康診断で病気の
　早期発見 ･治療に努めよう

（図 1）宇治市国保年度別医療費の推移
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ででききるるこことと
一一人人ひひととりりにに 国

保
の
医
療
費
と
家
族
の
健
康

～～

＊

納め忘れもなく
便利で安心！
保険料の納付は
「口座振替」で



平
安
時
代
を
生
き
た
女
性
た
ち

　　

平
成　

年
度
の
情
報
公
開

１４

制
度
実
施
状
況
と
、
個
人
情

報
保
護
制
度
運
用
状
況
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

　　
　

年
度
は　

件
の
請
求
が

１４

４６

あ
り
、
前
年
度
よ
り　

件
増

１２

え
ま
し
た
。

　

請
求
に
係
る
実
施
状
況
は
、

全
部
公
開
が
７
件
、
部
分
公

開
が　

件
、
非
公
開
が
７
件
、

２６

取
り
下
げ
が
６
件
で
し
た
。

不
服
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

公
開
請
求
の
主
な
内
容
と

し
て
は
、
学
校
給
食
の
民
間

委
託
関
係
、
議
会
の
政
務
調

査
費
関
係
、
予
防
接
種
関
係

な
ど
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
出
資
の
９
団
体
に
対
し

て
、
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
　

年
度
は
、
４
件
の
自
己

１４
情
報
開
示
請
求
と
５
件
の
中

止
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
示
請
求
に
係
る
運
用
状

況
は
、
全
部
開
示
が
１
件
、

部
分
開
示
が
１
件
、
不
開
示

が
１
件
、
取
り
下
げ
が
１
件

で
し
た
。

中
止
請
求
に
係
る
運
用
状
況

は
、
請
求
拒
否
が
５
件
で
不

服
申
し
立
て
は
３
件
あ
り
ま

し
た
。

　

市
出
資
の
９
団
体
に
対
し

て
、
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
【
市
出
資
の
9
団
体
】

①
�
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議

会②
宇
治
市
土
地
開
発
公
社

③
�
宇
治
廃
棄
物
処
理
公
社

④
�
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

⑤
�
宇
治
市
公
園
公
社

⑥
�
宇
治
市
霊
園
公
社

⑦
�
宇
治
市
駐
輪
場
公
社

⑧
�
宇
治
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス

公
社

⑨
�
宇
治
市
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー

　

市
で
は
、
平
成　

年
の

１１

「
住
民
情
報
流
出
事
件
」
の

教
訓
か
ら
、
本
市
が
取
り
扱

う
べ
き
個
人
情
報
に
つ
い
て

新
た
に
禁
止
規
定
等
を
設
け

ま
し
た
。
ま
た
、
違
反
し
た

者
に
は
厳
し
い
罰
則
規
定
を

設
け
ま
し
た
。　

市
議
会
の

議
決
を
経
て
本
年
３
月　

日
３１

に
公
布
し
ま
し
た
が
、
そ
の

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　　
①
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人

情
報
が
含
ま
れ
る
公
文
書
や

電
磁
記
録
媒
体
の
不
正
な
複

製
の
禁
止

②
不
正
に
複
製
し
た
記
録
媒

体
（
コ
ピ
ー
）
の
譲
り
受
け
、

借
り
受
け
、
所
持
、
譲
り
渡

し
、
貸
し
渡
し
の
禁
止

③
市
長
は
、
不
正
な
取
得
者

に
対
し
不
正
記
録
媒
体
の
提

出
、
消
去
、
回
収
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る

④
市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
、
立
ち
入
り
検

査
す
る
こ
と
が
で
き
る

　　
①
禁
止
規
定
等
の
行
為
は
本

市
の
区
域
外
に
あ
る
者
に
対

し
て
も
適
用
す
る

①
禁
止
規
定
等
の
①
に
違
反

し
た
職
員
ま
た
は
個
人
情
報

取
扱
事
務
従
事
者
に
は
、
２

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金

②
禁
止
規
定
等
の
②
③
に
違

反
し
た
職
員
ま
た
は
個
人
情

報
取
扱
事
務
従
事
者
、
禁
止

規
定
等
の
①
に
違
反
し
た
一

般
の
者
に
は
、
１
年
以
下
の

懲
役
ま
た
は　

万
円
以
下
の

５０

罰
金

③
禁
止
規
定
等
の
②
③
に
違

反
し
た
一
般
の
者
に
は
６
か

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は　

万
３０

円
以
下
の
罰
金

④
禁
止
規
定
等
の
④
に
違
反

し
た
者
に
は　

万
円
以
下
の

３０

罰
金

①
市
長
は
行
政
命
令
を
す
る

場
合
、
個
人
情
報
保
護
審
議

会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

②
市
長
が
行
政
命
令
を
し
た

時
は
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

③
こ
の
条
例
の
適
用
に
当
た

っ
て
は
、
表
現
の
自
由
や
学

問
の
自
由
な
ど
を
制
限
し
て

は
な
ら
な
い
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ふ
る
さ
と
宇
治
に
よ
み
が

え
る
平
安
の
夢
。
宇
治
大
田

楽
ま
つ
り
の
出
演
者
を
大
募

集
し
ま
す
。

　

田
楽
は
、
笛
、
太
鼓
、
ビ

ン
ザ
サ
ラ
な
ど
を
打
ち
鳴
ら

し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
躍
る

平
安
時
代
の
民
俗
芸
能
で
す
。

そ
の
中
心
は
宇
治
に
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
楽
を

宇
治
市
民
の
ま
つ
り
と
し
て

復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
も
今

年
で
６
年
目
。
今
年
の
宇
治

大
田
楽
ま
つ
り
は
、「
宇
治

田
楽
」（
大
部
分
が
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
創
作
）
の

単
独
開
催
で
、　

月　

日
�

１０

１８

の
夕
刻
か
ら
府
立
宇
治
公
園

（
中
の
島
）で
行
い
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
の
出
演
で
ふ
る
さ

と
宇
治
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
つ

り
を
創
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
募
集
種
目
…
①
躍
り
を
お

ど
る
人　

②
太
鼓
を
た
た
く

人　

③
篠
笛
を
ふ
く
人　

④

宝
撒
き
を
す
る
人
・
松
明
を

持
つ
人　

●
募
集
人
数
…
約
１
０
０
人

●
応
募
資
格
…
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
や
る
気
の
あ

る
人
で
、
７
月
か
ら　

月
の

１０

本
番
ま
で
週
１
回
程
度
の
練

習
に
参
加
で
き
る
人
。
高
校

生
以
下
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す
。
小
学
校
低
学
年

は
保
護
者
の
送
迎

を
原
則
と
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
…
６

月　

日
�
ま
で
（
必

２３
着
）

●
運
営
協
力
費
…

３
０
０
０
円

●
応
募
方
法
…
往
復
は
が
き

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
生
年

月
日
・
性
別
・
身
長
・
電
話

番
号
・
勤
務
先
と
そ
の
電
話

番
号
ま
た
は
学
校
名
・
希
望

す
る
種
目
を
書
き
、
宇
治
大

田
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会

「
出
演
者
」
募
集
係
（
〒
６

１
１
�
０
０
４
１
槇
島
町
吹

前　

�
２　

ｂ
ｒ
ｉ
ｏ
内
�

５５

　

あ
な
た
の
暮
ら
し
と
市
の

取
り
組
み
は
、
実
は
意
外
な

ほ
ど
関
係
が
深
い
の
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
住
み
や
す
い
ま

ち
に
な
る
か
を
考
え
る
時
、

必
要
な
の
は
一
人
ひ
と
り
の

視
点
で
す
。
あ
な
た
の
疑
問

や
思
い
を
「
行
動
」
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
や

る
気
を
応
援
し
ま
す
。

●
開
催
期
間
…
７
月
〜
平
成

　

年
３
月
。
月
１
回
程
度
、

１６土
曜
日
の
午
後

●
と
こ
ろ
…
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
「
ゆ
め
り

あ　

う
じ
」

●
内
容
…
「
男
女
共
同
参
画

社
会
に
、
わ
た
し
た
ち
が
で

き
る
こ
と
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
多
彩
な
内
容
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◎
各
種
講
演
会
や
イ
ベ
ン
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へ
の
参
加

◎
年
金
・
介
護
・
労
働
・
家

族
問
題
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
テ
ー
マ

と
し
た
各
種
講
座
の
受
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◎
視
察
研
修
、
他
市
と
の
交

流
な
ど

●
対
象
…
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
女
性　

人
２５

●
保
育
…
原
則
と
し
て
２
歳

〜
小
学
３
年
生

●
申
し
込
み
…
６
月　

日
�

２９

ま
で
（
必
着
）
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
（
フ
ァ
ク
ス
）

番
号
・
簡
単
な
応
募
動
機
・

保
育
希
望
の
場
合
は
子
ど
も

の
名
前
と
年
齢
を
書
き
、
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
に
男
女
共
同
参

画
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
１

１
�
０
０
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１
宇
治
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９
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Ｊ
Ｒ
宇
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民
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ラ
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「
ゆ
め
り
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じ
」
内
、
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・
９
３
７
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７
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・
９
３
７
８
、
メ

３９

ー
ル
ア
ド
レ
ス d
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k
y
o

udou@
city.uji.kyoto

.
jp

）
へ
。

情報公開制度実施状況
等をお知らせします

□問 広報課市民相談係

　

・
５
５
５
７
）
へ
。

２２●
応
募
者
説
明
会
…
７
月
６

日
�
、
午
後
６
時
か
ら
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
応
募
の
人
数
に
よ
り
、

希
望
ど
お
り
の
種
目
に
出
演

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

《
市
所
管
》
文
化
自
治
振
興

課

宇
治
大
田
楽
ま
つ
り

宇
治
大
田
楽
ま
つ
り

出 
演 
者 
募 
集

▲あなたも「宇治田楽」を躍りませんか

１４年度

宇
治
市
個
人
情
報
保
護
条
例
を
一
部
改
正

□問
 

広
報
課
市
民
相
談
係

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ネ
ル
展

　

平
安
時
代
に
活
躍
し
た
女

性
は
、
紫
式
部
や
清
少
納
言

に
代
表
さ
れ
る
有
名
な
才
女

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天

皇
や
貴
族
の
妻
た
ち
、
そ
こ

に
仕
え
る
女
房
た
ち
、
さ
ら

に
そ
の
下
で
働
く
さ
ま
ざ
ま

な
女
性
た
ち
。
こ
れ
ら
平
安

時
代
の
女
性
た
ち
の
姿
を
、

絵
巻
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
で

紹
介
し
ま
す
。

◆
と
き
…
６
月　

日
�
〜
８

１７

月　

日
�

２４
◆
開
館
時
間
…
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
半
ま
で
）

◆
休
館
日
…
月
曜
日
（
た
だ

し
７
月　

日
�
は
開
館
、
翌

２１

　

日
�
は
休
館
）

２２◆
観
覧
料（
常
設
展
と
共
通
）

…
大
人
５
０
０
円
（
４
０
０

円
）、
小
・
中
学
生
２
５
０
円

（
２
０
０
円
）。（　

）
内
は

　

人
以
上
の
団
体
料
金

３０

□問
 

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
�　

・
9
3
0
0
）
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情
報
公
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実
施
状
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個
人
情
報
保
護
制
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運
用
状
況

禁
止
規
定
等

罰
則
規
定

市
長
権
限
の
強
化

に
伴
う
抑
止
規
定

区
域
外
適
用
規
定
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舞太鼓

7月 26日（土）
午後６時半開演
　　　（午後６時開場）

文化センター
       大ホール

□問 宇治市文化センター（�３９-９３３３）

全席自由席　
　 大人／ 2500 円（当日券2700円）
　 3 歳～小学生／ 1000 円

（料金の払い戻しはしません）

あすか組

地元和太鼓「渦」出演

チケットは各
プレイガイド
で発売中

環 境 展
　6月の環境月間にちなみ、「はじめていま
す。地球にやさしい新生活」をテーマに環
境展を行います。ぜひお立ち寄りください。

アンケートに答えていただいた人に環境グ
ッズをプレゼントします。

□問 環境企画課

と　き　6月16日（月）～20日（金）
　　　　午前9時～午後4時半
　　　　（20日は午後3時まで）
ところ　市役所1階ギャラリーコーナー
内　容　◎パネル展示・ビデオ上映　
　　　　◎文具などのグリーン商品の展示
　　　　◎身近な家電製品の使用電力量
　　　　　を簡易表示するコーナーなど

あなたの一言からはじまる宇治のまちづくり
女性も参画した宇治のまちづくりを

ＵＪＩ女性会議 2003
参加者募集

た
い
ま
つ

ま
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（５）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００３年（平成１５年）  ６月１１日発行　第１３５２号

募集
■育成学級アルバイト
　�勤務内容…育成学級指導員の
補助�応募資格…40歳未満（6月
1日現在）でバイク・自転車等で通
勤できる人�勤務日・勤務時間…
7月中に5～10日間、午前8時半
～午後5時の指定する時間�選考
方法…書類選考　□申 6月 20日�
までに市販の履歴書（写真貼付）に
必要事項を記入し、こども福祉課
へ本人が持参。
■育成学級夏季学生アルバイト
　�勤務内容…育成学級指導員の
補助�対象…大学・大学院・短大・
各種専門学校生で7月 22日�～
8月29日�の内20日以上勤務で
きる人�休日…土・日曜、お盆（8
月13日～16日）�勤務時間…午
前8時半～午後5時（1時間休憩
有り）�時給… 860円　□申 市販の
履歴書（要写真）で6月 24日�ま
でにこども福祉課へ本人が持参。

催し・お知らせ
■私立幼稚園保育料の補助
　�対象… 4・5歳児の保護者と
15年度の市町村民税所得割課税
額が10万 2100円以下の世帯で、
3歳児か今年度満3歳になる幼児
の保護者　□申 6月下旬に各幼稚園
を通じて書類を配布。15年度の
税額（納税）通知書を添えて直接各
園へ。12月に各園を通じて支給
の予定。　□問 学校教育課
■赤ちゃん広場
　妊婦さんや子育て中の人、気分
転換と仲間づくりに来ませんか。
�とき…6月20日�、午前10時
～ 11時半�ところ…総合福祉会
館�対象…市内在住の7～ 12か
月の赤ちゃんとその親�内容…参
加者同士でのおしゃべりや親子ふ
れあい遊びなど�参加費…200円
（バスタオル持参）  □問 社会福祉協
議会（� 22-5650、� 22-5654）
■「仲間づくり応援冊子」作成  
   ボランティアスタッフ 募集
　宇治で子育てしている人の支え
合いの事例を、生の声を拾いなが
ら冊子にします。�対象…子育て
中の人や、地域での子育て応援に
関心のある人�定員… 10人程度
（応募多数の場合は相談の上決定）
�活動期間… 7月中旬～平成16
年3月�活動日…応募スタッフの
予定に合わせて設定しますが、主
に平日の午前中を予定�活動内容
…企画、取材、編集、完成発表な
ど�活動場所…総合福祉会館など
�その他…交通費支給。保育あり
　□申 6月 30日�までに電話かは
がき、ファクス（住所・氏名・電話
番号・保育の希望を記入）で社会福
祉協議会（〒611-0021宇治琵琶
45、� 22-5650、� 22-5654）へ。
■植物公園
　□問 同園（� 39-9387）へ ｡いず

れも入園料が必要です ｡
　＜東洋蘭柄物展＞日本春蘭を
中心に東洋蘭の柄物（主に葉を観
賞する品種）を約150点展示しま
す。�とき…6月13日�～15日�
　＜花き生産者による花の品評会＞
市内で生産される花の品評会。入賞
花きをはじめ多数展示します。最
終日の夕方に展示物を先着順でプ
レゼント。�とき… 6月 21日�
～22日�
■男女共同参画支援センター
　□申 いずれも6月 29日�までに
はがき、ファクス、Ｅメールのい
ずれかで、住所・氏名・電話（ファク
ス）番号・保育希望の場合は子ども
の名前と年齢を書き、同センター
（〒611-0021宇治里尻5-9、JR
宇治駅前市民交流プラザ「ゆめり
あ　うじ」内、� 39-9377、� 39-
9378、メールアドレスdanjokyou
dou@city.uji.kyoto.jp）へ。
　＜Re・Be ワークセミナー～再
就職を考えているあなたへ～＞
�とき・内容・講師…下表のとお
り。いずれも午後1時半～4時�
対象…再就職を希望する府内在住
の人�定員…先着30人�参加費
…無料�保育…原則として2歳～
小学校3年生�ところ…同センタ
ー　

　＜親子ふれあい七夕コンサート＞
�とき…7月13日�、午後1時半
～3時�内容…フルート＝日下部
早智さん、ピアノ＝小山泉さん (1
部は親子で、2部は親のみ、子ど
もは元気ひろば）�曲目…ミッキ
ーマウスマーチ、花のワルツ、
Over the Rainbowほか�定員…
親子で25組（多数の場合は抽選）
�保育…原則として2歳～小学校
3年生�参加費…無料�ところ…
同センター　
■チャレンジ教室
　ピザとサラダ作りにチャレンジ
します。�とき…7月 6日�、
午前10時～午後1時半�ところ
…生涯学習センター�対象…市内
在住・在勤の心身障害者とボラン
ティア�定員…先着25人�参加
費… 300円（エプロン・三角きん
持参）　□申 6月25日�までに電話
かファクス（住所・氏名・電話番号・
生年月日を記入）で生涯学習課（�
21-0400）へ。
■地域子育て支援基幹センター
　□問 同センター（� 39-9109）
　＜園庭開放＞�とき・ところ…
◎6月 13日�＝木幡保育所・北

木幡保育所 ◎6月19日�＝小倉
双葉園保育所 ◎6月24日�＝槇
島保育所 ◎6月25日�＝大久保
保育所 ◎6月26日�＝宇治保育
所。午前10時～ 11時半（槇島
保育所と宇治保育所は午前10時
～ 11時）。いずれも雨天中止（宇
治保育所のみ雨天決行）。駐車場
はありません。
　＜親子のひろば＞�とき・とこ
ろ…◎6月 25日�、午後1時半
～3時＝東宇治幼稚園 ◎ 6月27
日�、午前10時～11時半＝西部
地域子育て支援センター�対象
…2歳～就学前の子と親�内容…
小麦粉粘土を作って遊ぼう
■歴史講座「莵道の今と昔」
　�とき…6月19日�、午後2時
～�ところ…中央公民館�講師
…藤井和雄さん（莵道自治会会
長）�参加費…無料　□問 歴史資料
館（� 39-9260） 
■屋内ニュースポーツひろば
　�とき・ところ…下表のとおり。
いずれも午後7時半～9時半�内
容…ソフトバレーボール、ファミ
リーバドミントン、ショートテニ
ス、ショット＆パックなどのルー
ル紹介と実践�参加費…無料（上
靴持参）　□問 生涯スポ－ツ課　　

■ニュースポーツ体験教室
　�とき…6月 14日�、午前10
時～正午�ところ…御蔵山小学
校�内容…屋内・屋外の各種ニュ
ースポーツの紹介と実践�参加
費…無料（屋内種目希望の人は上
靴持参）　□問 生涯スポーツ課
■ニュースポーツひろば
　�とき…6月 15日�、午前10
時～正午（雨天中止）�ところ…
笠取第二小学校�内容…グラウ
ンド・ゴルフ、ペタンク、エコロ
ベースの講習と実技など�参加
費…無料　□問 生涯スポツー課
■障害者スポーツ大会
　�とき…6月29日�、午前9時
～午後3時�ところ…西宇治体育
館　□申 団体に所属していない障
害者で参加を希望する人は、6月
20日�までに生涯スポーツ課へ。
■親と子のワクワク手作り料理 
   教室と七夕ささかざり作り
　�とき…6月 22日�、午前10
時～午後2時�ところ…宇治公民
館�対象…市内在住の母子・父子
家庭の親子及び寡婦�定員…先
着15組�指導…宇治市食生活改
善推進員協議会「若葉の会」�持
ち物…エプロン、三角きん、ふき
ん�参加費… 500円（大人・子ど
も同額）  □申 連合母子会・金井さん
（� 21-2065）  □問 こども福祉課　

官公署・その他
■城南地域職業訓練センター
　□申 6月 16日�から受講料を添
えて同センター（� 46-0688）へ。
   ＜エクセル中級＞�とき…7月
15日～ 8月 1日の火・金曜、午
後6時半～9時。6回�定員…先
着20人（内中小企業の従業員14
人）�受講料…1万 4000円
■城南勤労者福祉会館
　□申 6月12日�から同館（�46-

0780）へ。　　　　　　　　　　
　＜誰でもすぐできる手描き染
色教室＞�とき…7月 11日・18
日・25日の金曜、午前10時～正
午。3回�定員…先着20人�受
講料…6500円（材料費含む）

■たいあっぷ住宅空家の入
　居者募集
   府では中堅勤労者向け公共賃貸
住宅の空家入居者を募集します
（所得制限などの要件あり）。�募
集戸数…フェイス広野マンショ
ン（広野町西裏43）＝ 7戸、メモ
リアルマンション（木幡金草原
16-1）＝ 4戸、コージースクエア・
広野（広野町中島33-2）＝3戸、ア
クスタンスクエア（広野町東裏
31）＝ 5戸、ソレーユ大久保（大久
保町上ノ山1-1）＝ 3戸、レシデン
シア巨椋（小倉町西山65）＝ 3戸
�受付…先着順（土・日曜、祝・休日
を除く）�受付場所…京都府住宅
供給公社（府庁西別館2階）　□問 同
公社民間住宅課（� 075-432-
2086）
■障害者バドミントン教室
　�とき… 7月 5日� ･12日�
･19日�、午前10時～正午�と
ころ…サン ･アビリティーズ城陽
（城陽市中芦原）�内容…基本的
技術の実技指導�対象…障害者
で初心者及び初 ･中級者�定員…

12人（多数の場合は主催者で決
定）�参加費…無料　□申 6月25日
�までに同館（� 53-6644）へ。
■届いていますか「きょうと
　府民だより」
　京都府発行の「きょうと府民だ
より」は、毎月第1日曜日の各新聞
に折り込みし、各家庭にお届けし
ています。新聞を購読していない
などで届いていないご家庭には、
郵送等でお送りします。□問 京都府
広報課（�075-414-4074、�075
-414-4075）
■ＮＨＫ 2チャンネルの電
　波障害について
　5月から9月ごろまでにかけて
近隣外国の電波が日本に届き、Ｎ
ＨＫ2チャンネルに電波障害（し
ま模様になったり、色が消えたり
する）が発生することがあります。
ＵＨＦの電波はこの障害の影響
を受けませんので、ＮＨＫ総合テ
レビはＵＨＦチャンネルにセッ
トしてご覧ください。　□問 ＮＨＫ
受信相談専用（�0570-00-3434）

西大久保小学校6／ 12�
平 盛 小 学 校6／ 13�
大 開 小 学 校6／ 17�
大 久 保 小 学 校6／ 19�
小 倉 小 学 校6／ 20�

�ライフプランからみた 貴方       
あなた

   の再就職 ～ 働くモ－ドに切   
   り替えて～
情報の輪サービス㈱代表取締役
　     佐々木 敬子 さん

7/8
（火）

�取材からみた再就職情報
～入手から採用までのポイント～
　リビング新聞編集長
               森川惠子さん
�知っておこう再就職のポイント
  　　　　雇用管理アドバイザー

7/9
（水）

　市では昨年１２月に「宇治市健康づくり推進プラン」を策定
しました。このプランは市民一人ひとりが健康づくりに取
り組み、生涯を通じて自分らしく、夢に向かって充実した
日々を過ごせることを目指しています。この講座は、その実
現のために健康づくりを応援しようとするもので、健康と食
生活について考える講座です。�とき・ところ・テーマ…下
表のとおり。いずれも午前１０時～午後３時�定員…各先着
１５人�費用…無料�申し込み…電話で各公民館（宇治�３９-
９２７２、木幡�３９-９１９３、小倉�３９-９２７４、広野�３９-９２７６）へ。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康ととととととととととととととととととととととととととととととととと食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食にににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててててててててててて考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考えええええええええええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

すこやかサポ－タ－講座

このコーナーに登場していただける親子を募集します。申し
込みは広報課へ。原則として先着順に掲載します。

募募
集集

谷岡  優吾 くん  （１歳）
        由美 さん
  　　　（伊勢田町南遊田）

テーマところと  き

�生活習慣病予防のための    
　　　　　　　　　調理実習
�健康づくり推進プラン
　　　　　　　についての話
�食事を中心とした健康
　　　　　　　　づくりの話
�健康宣言

  宇治
公民館

7月 7日
（月） 

  木幡
公民館

7月 8日
（火）

  小倉
公民館

7月 9日
（水）

  広野
公民館

7月 10日
（木）

�健康づくり推進
　プランシンボル
　マーク�

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～銃器犯罪のない「安全・
安心な社会」を目指して～
�あなたの家に旧軍用けん銃や
   違法な古式銃はありませんか   
      �  旧軍用けん銃（形見や遺品でも）
      � 古式銃   
   これらのものは所持することがで
きません。　

�自首減免制度をご存じですか
    �   隠していたけん銃を処分したい
    �  中身を知らずに預かった荷物の中か 
　　   らけん銃を発見した
　正当な理由なくけん銃を譲り受け
たり所持したりすれば犯罪ですが、
進んで捜査機関にそのけん銃を提出
して申告した場合は、これらの罪は
軽減または免除されます。
□問 宇治警察署（� 21-0110）

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

   国土交通省では、暴走行為や過
積載運行を助長するような不正改
造車を排除することを目的に、関
係省庁・自動車関係団体の協力を
得て、６月１日�～３０日�の１か
月間「不正改造車を排除する運動」
を全国的に展開しています。これ
に関する情報・相談は、京都運輸支
局整備課（�０７５-６８１-９７６２）へ。

不正改造車を排除する運動
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交差点

　

◇
投
書
コ
ー
ナ
ー
…
身
近
な
話
題
や
提
案
な
ど
4
百
字
程

度
で
。
写
真
も
歓
迎（
採
用
分
に
は
粗
品
を
進
呈
）◇
市
民
情

報
・
短
信
…
市
民
サ
ー
ク
ル
の
催
し
や
会
員
募
集
な
ど
。
な
お
、

掲
載
は
紙
面
の
都
合
で
原
則
受
付
順　

団
体
ま
で
と
し
ま
す
。

30

【
送
付
・
連
絡
先
】
〒
6
1
1
�
8
5
0
1
宇
治
市
役
所
広
報

課（
�　

・
8
7
0
4
、
フ
ァ
ク
ス　

・
8
7
7
9
）。
7
月

20

20

　

日
号
へ
は
、6
月　

日
�
ま
で
に
。た
だ
し
、宗
教
・
政

11

20

治
・
あ
き
ら
か
な
営
利
活
動
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

毎月11日号
みなさんと
作るページ

市
民
情
報

短   
信

◆
将
棋
・
楽
友
「
と
金
会
」　

◎

６
月　

日
�
、
７
月　

日
�
＝

１４

１２

南
宇
治
コ
ミ
セ
ン　

◎
６
月　
２５

日
�
＝
西
小
倉
コ
ミ
セ
ン
。
い

ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
５
時
。

１０

年
２
千
円
。
望
月
さ
ん（
�　

・
４３

４
５
８
７
）。

◆
講
演
会
「
家
族
や
な
か
ま
で

楽
し
む
多
言
語
・
７
カ
国
で
話

そ
う
」　

６
月　

日
�
、
午
後

１４

２
時
〜
４
時
。
城
南
勤
労
者
福

祉
会
館
。
無
料
。
保
育
あ
り
。

大
塚
さ
ん
（
�　

・
７
５
０
５
）。

４４

◆
第
２
回
宇
治
愛
石
同
好
会
水

石
展　

６
月　

日
�
・　

日
�
、

１４

１５

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（　

日
１５

は
午
後
４
時
ま
で
）。
宇
治
公

民
館
。
無
料
。
即
売
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
。
道
端
さ
ん
（
�　

・
２３

０
３
１
４
）。

◆
宇
治
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
練
習

会　

６
月　

日
�
・　

日
�
・

１４

２１

　

日
�
、
午
後
１
時
〜
５
時

２８（
小
学
生
は
午
後
２
時
〜
４

時
）。
東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
。
小
学
生
以
上
（
小
学
３
年

生
ま
で
は
要
保
護
者
同
伴
）。

一
般
５
百
円
。
小
・
中
・
高
生

３
百
円
。
当
日
受
付
。
岩
口
さ

ん
（
�　

・
６
５
６
９
）。

２３

◆
女
声
合
唱
団
「
コ
ア
・
ア
ル

ボ
ー
ル
」　

周
年
コ
ン
サ
ー
ト

１０

　

６
月　

日
�
、
午
後
１
時
半

１５

〜
。
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
。

無
料
。
成
田
さ
ん
（
�　

・
３

４６

４
２
０
）。

◆
市
民
歩
こ
う
会　

６
月　

日
１５

�
、
午
前
８
時
に
近
鉄
大
久
保

駅
集
合
（
雨
天
時
は
６
月　

日
２２

�
）。
矢
田
寺
〜
松
尾
寺
方
面
。

　

キ
ロ（
一
般
向
き
）。
２
百
円

１３（
交
通
費
等
各
自
負
担
）。
田

中
さ
ん
（
�　

・
６
３
３
５
）。

２４

◆
宇
治
市
民
吹
奏
楽
団
第　

回
２０

定
期
演
奏
会　

６
月　

日
�
、

１５

午
後
２
時
〜
。
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
。
無
料
。
能
勢
さ
ん

（
�　

・
４
４
３
３
）。

２３

◆
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク　

６
月　
１６

日
�
、
午
前　

時
〜　

時
と
午

１０

１１

前　

時
〜
正
午
＝
磯
部
宅
（
小

１１
倉
町
西
浦
）
１
〜
３
歳
児
と
そ

の
親
。
１
回
５
百
円
。
磯
部
さ

ん
（
�　

・
８
３
０
０
）。

２０

◆
歴
史
文
学
健
康
ウ
オ
ー
ク

「
加
茂
川
を
歩
く
」　

６
月　
１７

日
�
、
午
後
１
時
に
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
西
側
中
央
郵
便
局
前
集
合

（
雨
天
決
行
）。
３
百
円
。
青

木
さ
ん
（
�　

・
３
７
４
７
）。

４３

◆
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
「
私
と

茶
の
湯
」　

６
月　

日
�
、
午

１７

後
１
時
半
〜
３
時
半
。
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
。
講
師
＝
山
村
恵

子
さ
ん
。
先
着　

人
。
３
百
円
。

３０

わ
い
わ
い
Ｔ
Ｒ
Ｙ
塾
・
村
山
さ

ん
（
�
／
�　

・
０
６
９
７
）。

２０

◆
ま
き
の
っ
こ
「
親
も
子
も
お

友
達
と
楽
し
も
う
」　

手
遊
び
・

自
由
遊
び
。
６
月　

日
�
、
午

１７

前　

時
〜　

時
半
。
槇
島
コ
ミ

１０

１１

セ
ン
。乳
幼
児
と
そ
の
親
。無
料

（
飲
み
物
持
参
）。
西
村
さ
ん

（
�　

・
４
３
３
３
）。

２１

◆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座　

６
月　

日
�
・　

１９

２４

日
�
、
７
月
１
日
�
・
８
日
�
・

　

日
�
の
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

１０

５
回
。
宇
治
橋
通
り
親
子
広
場

（
宇
治
妙
楽
１
５
５
）。
全
回

受
講
で
き
る
人
。
５
千
円
。
宇

治
子
育
て
を
楽
し
む
会
・
迫
さ

ん
（
�　

・
５
２
７
８
）。

４４

◆
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
入
門

講
習
会　

６
月　

日
�
、
午
後

１９

７
時
〜
９
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ

ン
。
無
料
。
宇
治
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
会
・
西
村
さ
ん
（
�　

・
３

３２

５
０
９
）。

◆
文
章
サ
ー
ク
ル
「
ゆ
り
の
集

い
」
文
章
作
法
入
門
講
座　

６

月　

日
�
、
午
前　

時
半
〜
正

１９

１０

午
。
中
央
公
民
館
。
無
料
。
大

塚
さ
ん（
�
／
�　
・
４
１
９
９
）。

２１

◆
健
康
体
操
サ
ー
ク
ル
無
料
講

習
会　

６
月　

日
�
、
午
前
９

２０

時　

分
〜　

時　

分
。
木
幡
公

４０

１０

５０

民
館
。
吉
松
さ
ん
（
�　

・
０

３２

４
６
４
）。

◆
宇
治
将
棋
教
室　

◎
６
月　
２１

日
�
、
７
月
５
日
�
＝
広
野
公

民
館　

◎
６
月　

日
�
＝
中
央

２２

公
民
館
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
５
時
。
年
４
千
円
。
女
性
・

未
成
年
者
は
３
千
円
。
林
さ
ん

（
�　

・
８
１
５
９
）。

４４

◆
小
学
生
オ
セ
ロ
大
会
「
学
年

別
対
抗
戦
」　

６
月　

日
�
、

２１

午
前
９
時
半
〜
正
午
。
の
ぼ
り

児
童
館
。
無
料
。
同
館
（
�
／

�　

・
８
３
７
５
）。

３３
◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ク
ー
ル　

６
月　

日
�
、
午
後

２１

２
時
〜
４
時
。
西
宇
治
体
育
館
。

小
学
４
〜
６
年
生
（
保
護
者
の

要
送
迎
）。
無
料
。
上
靴
と
あ

れ
ば
ラ
ケ
ッ
ト
も
持
参
。
当
日

受
付
。
徳
田
さ
ん（
�
／
�　

・
３２

７
３
７
２
）。

◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

６
月　

日
�
、
午
後
１
時
半
〜

２１

４
時
半
。
西
宇
治
体
育
館
。
５

百
円
。
久
保
さ
ん（
�
０
９
０
・

３
０
３
６
・
７
０
７
２
）。

◆
宇
治
朝
霧
コ
ー
ラ
ス
「
第
１

回
定
期
演
奏
会
」　

６
月　

日
２２

�
、
午
後
２
時
〜
４
時
。
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
。
無
料
。

須
知
さ
ん
（
�　

・
４
１
７
９
）。

２２

◆
宇
治
け
ん
こ
う
登
山
愛
好
会

　

６
月　

日
�
、
午
前
７
時
に

２２

京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
小
雨
決

行
。
雨
天
時
は
６
月　

日
�
）。

２９

天
ヶ
岳
〜
寂
光
院
方
面
。
８
キ

ロ
（
健
脚
向
き
）。
百
円
（
交
通

費
等
各
自
負
担
）。
先
着　

人
。

３０

フ
ァ
ク
ス
か
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
書
き
、
６
月　

日
�
ま
で

１４

に
牧
原
さ
ん
（
〒
６
１
１
�
０

０
２
１
宇
治
米
阪　

�　

、
�

１５

４３

／
�　

・
２
２
６
２
）。

２３

◆
精
神
障
害
者
家
族
の
会
「
茶

の
実
」
例
会　

日
ご
ろ
の
悩
み

を
安
心
し
て
話
し
合
え
ま
す
。

６
月　

日
�
、
午
後
１
時
半
〜

２２

４
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
５

百
円
。
大
垣
さ
ん
（
�　

・
３

４４

２
７
１
）。

◆
子
育
て
広
場　

育
児
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
る
事
な
ど
話
し
合

い
ま
せ
ん
か
。
６
月　

日
�
、

２７

午
前　

時
〜
正
午
。
南
宇
治
コ

１０

ミ
セ
ン
。
２
百
円
。
保
育
１
人

百　

円
。
大
井
さ
ん
（
�
／
�

５０

　

・
７
１
８
４
）。

３３◆
ふ
る
さ
と
探
訪
ク
ラ
ブ　

６

月　

日
�
、
午
前　

時
に
Ｊ
Ｒ

２８

１０

関
西
本
線
笠
置
駅
前
集
合
（
小

雨
決
行
）。
笠
置
寺
方
面
。
３

百
円
（
交
通
費
・
拝
観
料
等
自

己
負
担
あ
り
）。
青
木
さ
ん（
�

　

・
３
７
４
７
）。

４３

◆
京
都
府
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

◎
東
山
散
策
ウ
オ
ー
ク
＝
６

月　

日
�
、
午
前　

時
に
京
阪

２９

１０

丸
太
町
駅
前
集
合
。
下
鴨
神
社

〜
平
安
神
宮
方
面
。　

キ
ロ
。

１３

◎
西
国
街
道
と
ビ
ー
ル
工
場
ウ

オ
ー
ク
＝
７
月　

日
�
、
午
前

１３

　

時
に
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
西
大

１０路
駅
前
集
合
。
向
日
神
社
方
面
。

　

キ
ロ
。
い
ず
れ
も
家
族
向
き
、

１２雨
天
決
行
。
５
百
円
。
同
事
務

局
（
�
／
�　

・
２
６
１
３
）。

２３

◆
宇
治
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
講
演

会
「
異
文
化
間
の
経
験
で
得
た

も
の
」　

６
月　

日
�
、
午
後

２９

１
時
〜
３
時
。
宇
治
公
民
館
。

講
師
＝
カ
シ
ル
ダ
・
ル
ザ
レ
ス

さ
ん
。
３
百
円
。
森
本
さ
ん

（
�　

・
３
８
０
０
）。

２３

◆
広
野
公
民
館
「
デ
ジ
タ
ル
倶

楽
部
」
写
真
作
品
発
表
会　

◎

７
月
２
日
�
＝
正
午
〜
午
後
５

時　

◎
７
月
３
日
�
〜
５
日
�

＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

◎

６
日
�
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
。
い
ず
れ
も
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
。
無
料
。
岩
崎
さ
ん
（
�

　

・
４
６
１
８
）。

４３◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室　

７
月

２
日
〜
８
月
６
日
の
水
曜
、
い

ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時
半
。

６
回
。
西
宇
治
体
育
館
。
中
学

生
以
上
（
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
人
か
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
登
録
者
）。
先
着　

人
。

６０

中
学
生
千
２
百
円
。
高
校
生
千

８
百
円
。
一
般
３
千
６
百
円
。

協
会
登
録
者
２
千
４
百
円
。
６

月　

日
�
ま
で
に
郵
送
・
フ
ァ

１８
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
フ
ァ
ク
ス
番
号
・

協
会
登
録
者
は
登
録
ク
ラ
ブ
名

を
記
入
）
か
電
話
で
同
協
会
・

奥
村
さ
ん
（
〒
６
１
１
�
０
０

４
３
伊
勢
田
町
浮
面　

�　

、

４７

１６

�
／
�　

・
９
４
５
２
）。
参
加

４４

費
は
事
前
に
振
り
込
み
。
定
員

超
過
の
場
合
の
お
断
り
と
、
参

加
費
振
込
先
は
、
６
月　

日
�

２１

ま
で
に
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

◆
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
を

た
の
し
む
会　

７
月
２
日
�
、

午
前　

時
半
〜　

時
半
。
西
宇

１０

１１

治
図
書
館
。
無
料
。
阿
部
さ
ん

（
�
／
�　

・
８
２
２
０
）。

２４

◆
宇
治
マ
ジ
ッ
ク
教
室　

◎
７

月
４
日
�
＝
ハ
ン
カ
チ
と
コ
イ

ン　

◎
７
月　

日
�
＝
ロ
ー
プ

１８

切
り
。
い
ず
れ
も
午
後
７
時
半

〜
９
時
。
宇
治
公
民
館
。
３
百

円
。
森
さ
ん（
�　
・
９
９
０
２
）。

２０

◆
宇
治
莵
道
歩
こ
う
会　

７
月

５
日
�
、
午
前
９
時
半
に
京
阪

三
室
戸
駅
前
集
合
。
伏
見
稲
荷

大
社
方
面
。
９
キ
ロ
。
百
円
。

中
井
さ
ん
（
�　

・
５
１
９
７
）。

２２

◆
街
角
か
が
く
倶
楽
部
「
生
類

憐
み
の
令
」　

７
月
５
日
�
・　
１９

日
�
、
午
前
９
時
半
〜　

時
半
。

１１

宇
治
公
民
館
。
２
回
で
千
３
百

円
。
先
着　

人
（
６
月　

日
�

１５

３０

ま
で
に
要
予
約
）。
田
中
さ
ん

（
�　

・
１
０
６
０
）。

２０

◆
さ
わ
や
か
歩
こ
う
会　

７
月

　

日
�
、
午
前
９
時　

分
に
Ｊ

１０

４５

Ｒ
宇
治
駅
前
集
合（
雨
天
決
行
）。

塔
の
島
方
面
。
６
キ
ロ
。
百
円
。

谷
岡
さ
ん
（
�
０
９
０
・
２
３

５
０
・
３
１
３
３
）。

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
講

座
「
は
ぐ
く
み
サ
ポ
ー
ト
」　

７
月　

日
�
、
午
前　

時
〜　

１０

１０

１１

時
半
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

先
着　

人
。
５
百
円
。
保
育
あ

３０

り
（
３
百
円
、
要
予
約
）
７
月

４
日
�
ま
で
に
玉
置
さ
ん
（
�

　

・
４
８
６
１
）。

４３◆
親
子
水
泳
教
室　

７
月　

日
１６

〜　

日
の
水
・
金
曜
、
午
後
５

３０
時
半
〜
７
時
。
黄
檗
公
園
プ
ー

ル
。
小
学
生
以
上
の
子
と
親
。

先
着　

組
。
親
子
で
２
千
５
百

３０

円
。
７
月　

日
�
・　

日
�
、

１２

１３

午
後
２
時
〜
５
時
に
黄
檗
体
育

館
で
申
し
込
み（
要
受
講
料
・
印

鑑
）。清
水
さ
ん（
�　
・
３
６
７
５
）。

２３

◆
第　

回
宇
治
オ
ー
プ
ン
ソ
フ

２１

ト
テ
ニ
ス
大
会　

７
月　

日
�
、

２０

午
前
９
時
〜
。
西
宇
治
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
。
高
校
生
以
上
。

１
チ
ー
ム
２
千
円
（
高
校
生
千

円
）。
７
月　

日
�
ま
で
に
岩

１０

口
さ
ん
（
�　

・
６
５
６
９
）。

２３

◆
宇
治
市
水
泳
学
園　

８
月
１

日
�
〜　

日
�
、
午
後
４
時
半

１２

〜
５
時
半
。
黄
檗
公
園
プ
ー
ル
。

小
学
生
。
先
着
百
人
。
６
千
５

百
円
。
７
月　

日
�
・　

日
�
、

１２

１３

午
後
２
時
〜
５
時
に
黄
檗
体
育

館
で
申
し
込
み（
要
受
講
料
・
印

鑑
）。清
水
さ
ん（
�　
・
３
６
７
５
）。

２３

◆
実
用
ボ
ー
ル
ペ
ン
習
字
「
書

苑
」　

◎
第
１
・
３
水
曜
、
午

前
９
時　

分
〜　

時　

分
＝
槇

２０

１０

４０

島
コ
ミ
セ
ン　

◎
第
１
・
３
金

曜
、
午
前　

時
〜　

時　

分
＝

１０

１１

２０

中
川
原
集
会
所
。
月
２
回
で
２

千
５
百
円
。
松
江
さ
ん（
�　

・
２３

８
４
５
０
）。

◆
槇
島
茶
道
教
室　

第
２
・
４

火
曜
、
午
後
１
時
〜
５
時
。
槇

島
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千
円
。
山

本
さ
ん
（
�　

・
９
８
３
８
）。

２２

◆
書
道
（
毛
筆
・
ペ
ン
）　

毎
週

金
曜
、
午
後
７
時
〜
９
時
。
紫

ケ
丘
集
会
所
。
月
３
千
７
百
円
。

石
田
さ
ん
（
�　

・
６
２
１
２
）。

２２

◆
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル　

◎
第

１
・
３
火
曜
、
午
後
８
時
〜
９

時
半　

◎
第
２
・
４
木
曜
、
午

後
１
時
半
〜
３
時
。
い
ず
れ
も

東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
月
２
千
円
。

高
澤
さ
ん
（
�　

・
６
０
０
９
）。

３１

◆
洋
画
教
室
「
彩
美
会
」　

第

１
・
３
木
曜
、
午
前　

時
〜
正

１０

午
。
小
倉
公
民
館
。
月
２
千
円
。

入
会
金
千
円
。
山
本
さ
ん
（
�

　

・
２
３
３
４
）。

２２◆
Ａ
Ａ
Ｙ
英
会
話
サ
ー
ク
ル　

毎
週
水
曜
、
午
後
８
時
〜
９
時

半
。
東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
月
４

千
円
。
相
田
さ
ん（
�
０
９
０
・

６
０
６
０
・
０
５
０
０
）。

◆
読
書
ク
ラ
ブ
協
議
会
「
宇
治

川
郷
土
史
学
習
会
」　

年
度
テ

ー
マ
「
雅
な
る
文
化
、
衣
・
食
、

そ
の
西
と
東
」。
第
２
・
４
水
曜
、

午
前　

時
〜
正
午
。
宇
治
公
民

１０

館
。
月
５
百
円
。
直
接
会
場
へ
。

白
勢
さ
ん
（
�　

・
４
７
２
２
）。

２２

◆
童
謡
・
叙
情
歌
を
楽
し
む
会

と
朗
読
勉
強
会　

◎
第
１
水
曜
、

午
後
１
時
〜
４
時
＝
中
畑
集
会

所
。
◎
第
３
金
曜
、
午
後
１
時

半
〜
３
時
＝
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。

１
回
２
百
円
。
久
保
さ
ん
（
�

　

・
０
３
４
９
）。

２４◆
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会　

毎
週

水
曜
、
午
後
１
時
半
〜
４
時
。

中
央
公
民
館
。
中
・
高
年
齢
者
。

月
千
５
百
円
。
中
川
さ
ん
（
�

　

・
０
６
０
１
）。

３３◆
Ｋ
＆
Ｍ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
宇

治　

第
２
・
４
月
曜
、
午
後
７

時
〜
９
時
半
。
宇
治
公
民
館
。

初
心
者
・
高
齢
者
歓
迎
。
１
回

千
円
。
東
岡
さ
ん
（
�　

・
３

２１

２
４
８
）。

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル　

毎

週
火
曜
（
月
４
回
）、
初
級
＝
午

後
６
時
半
〜
７
時
半
。
中
級
＝

午
後
８
時
〜
９
時
。
南
宇
治
コ

ミ
セ
ン
。
１
回
千
円
。
中
村
さ

ん
（
�　

・
１
７
０
２
）。

２２

◆
男
性
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル「
陣
」

　

第
１
・
３
金
曜
、
午
後
６
時

〜
９
時
。
中
央
公
民
館
。
月
千

円
。原
田
さ
ん（
�　
・
４
９
２
４
）。

２１

◆
東
洋
体
操
サ
ー
ク
ル　

毎
週

水
曜
の
月
４
回
、
午
前　

時
〜

１０

正
午
。
東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
月

３
千
円
。
山
本
さ
ん
（
�　

・
２２

８
１
０
１
）。

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ク
ル　

第
２
・
４
火
曜
、

午
前　

時
〜
正
午
（
月
１
・
２

１０

回
い
ず
れ
か
選
択
）。
東
宇
治

コ
ミ
セ
ン
。
１
回
２
千
５
百
円

（
花
代
込
み
）。
初
心
者
歓
迎
。

内
田
さ
ん
（
�
０
９
０
・
６
７

５
１
・
１
３
２
８
）。

◆
宇
治
郵
趣
倶
楽
部　

切
手
類

の
収
集
・
展
示
。
第
３
土
曜
、

午
後
１
時
半
〜
４
時
。
宇
治
公

民
館
。
年
２
千
４
百
円
。
荒
木

さ
ん
（
�　

・
０
５
１
２
）。

３２

◆
詩
吟
教
室　

第
２
・
４
木
曜
、

午
後
７
時
半
〜
９
時
半
。
槇
島

コ
ミ
セ
ン
。
月
千
円
。
小
倉
さ

ん
（
�　

・
２
２
６
３
）。

４５

◆
女
声
合
唱
団
「
は
な
」　

毎

週
水
曜
、
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

莵
道
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。
月

４
千
円
。
岡
本
さ
ん
（
�　

・
２２

２
５
９
７
）。

◆
宇
治
の
こ
と
ば
を
探
す
会　

宇
治
の
古
い
こ
と
ば
を
収
集
。

炭
山
・
東
笠
取
・
西
笠
取
・
二

尾
・
池
尾
の
聞
き
取
り
調
査
を

予
定
。
お
お
む
ね
第
４
火
曜
の

午
前　

時
〜
正
午
、
宇
治
公
民

１０

館
で
会
合
。
月
５
百
円
。
高
木

さ
ん
（
�
／
�　

・
０
９
０
３
）。

２４

◆
宇
治
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
宇
治
を
明
る
く
元
気
に
す
る

活
動
」
支
援
事
業　

市
民
の
自

主
的
活
動
を
助
成（
１
件　

万
３０

円
を
限
度
）。法
人
・
団
体
・
グ

ル
ー
プ（
宇
治
市
域
に
か
か
わ

る
事
業
で
あ
れ
ば
、所
在
地
は

問
わ
ず
）を
公
募
し
、同
ク
ラ
ブ

の
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
所
定
の
申
請
書

（
募
集
要
項
と
と
も
に
同
ク
ラ

ブ
事
務
局
と
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
り
ま
す
）で
同
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
京
都
醍
醐
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
内
、
�　

・
８
６
９
９
／
�

３１

　

・
８
７
９
０
）。

３１◆
宇
治
未
来
塾　

身
近
な
問
題

に
目
を
向
け
て
宇
治
の
ま
ち
づ

く
り
を
一
緒
に
考
え
る
。　

第

２
土
曜
、
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

「
ゆ
め
り
あ
う
じ
」
Ｊ
Ｒ
宇
治

駅
前
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
。
年
２

千
４
百
円
。
平
田
さ
ん
（
�
／

�　

・
３
７
２
７
）。

２４
◆
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ロ
ン
パ

ッ
パ
」　

第
１
・
２
・
３
火
曜
、

午
前　

時
半
〜
正
午
。
小
倉
公

１０

民
館
。
１
歳
前
後
〜
就
園
前
の

子
と
そ
の
保
護
者
。
月
２
百
円
。

見
学
可
。
米
花
さ
ん
（
�
／
�

　

・
１
９
０
７
）。

４６◆
一
人
暮
ら
し
の
会　
　

歳
以

６０

上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
が
対
象
。

年
千
円
。
社
会
福
祉
協
議
会

（
�　

・
５
６
５
０
）。

２２

　
 
募　
　

集

　
 
催　
　

し

ゆ
う
し
ゅ

あ
わ
れ

あ
ず
ま
お
か

す
い

あ
い
せ
き

せ
き

み
ち
は
た

み
や
び

あ
い 
だ

し
ろ 
せ

よ
ね
は
な


